
 

 

 

 

文部科学省が今年４月に実施した平成 29年度全国学力・学習状況調査の結果について、保護者の皆様にお知

らせします。結果によると、生徒の生活習慣と学力には相関関係があることから、今年度は、全国を基準とし

た経年推移によって、本校の学力や学習の状況をお知らせするものです。引き続き、保護者の皆様にもご協力

をお願いいたします。 

 

 

 

 
 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29年度全国学力・学習状況調査の結果について 
＜学力調査結果の概要＞   

○国語 Aについて 

 ９一２の「漢字を書く」ことが全国平均・大阪府の平均と比べて低かった。同様に、９一１・３も全国

平均・大阪府の平均と比べて大きな差はない。平均を上回ったものは、９六１「楷書と行書の違いを理解

する」問題であった。 

「漢字を書くこと」が、他の問題と比較しても正答率の低さが目立つが、「楷書と行書の違い」は多くの生

徒が理解していた。 

○国語 Bについて 

 １二「場面の展開や登場人物などの描写に注意して読み、内容を理解する」こと、３三「必要な情報を

集めるための見通しをもつ」こと、５一「文章の構成を工夫してわかりやすく書く」ことが全国平均・大

阪府の平均を上回った。本文の内容を読み取り、ふさわしいものを選ぶこと、自分の意見の理由を明らか

にして述べることは良くできている。３三に関しては、生徒質問用紙（58）～（62）の「授業で話し合う

こと」・「考えが分かるように工夫して発表すること」が「できていた」と考えている生徒の割合が全国平

均・大阪府と比べても高い数字であることが、結果を表している。これは、授業の中で、意見を発表する

機会や、自分の意見をまとめること、それを発表する機会を設けたためと考えられる。教材の取り組みだ

けでなく、その作品から発展させた文章を想像して書くことなどに取り組んでいる。その文章をお互いに

鑑賞しあうことで、よりよい文章の書き方に自発的に気づくことができた。 

○数学 Aについて 

 領域別・観点別・問題形式別において，すべて全国・大阪府の平均正答率を超えた。特に資料の活用に

ついてはかなり高い正答率となった。 

問題別に見ると，数と式では，おおむね良くできているが，２(3)(4)のように，基礎計算で正答率が全国・

大阪府ともに下回る結果となる問題もある。関数については，10(2)(3)の比例・反比例，11(2)13 の１次

関数の問題で正答率が低く，比例定数や変化の割合の意味の理解に課題があった。 

○数学 Bについて 

  領域別・観点別・問題形式別において，ほとんどの区分で全国・大阪府の平均正答率を超えた。ただ，

資料の活用は 2.4 ポイント，記述式の問題では 1.3 ポイント全国平均下回る結果となった。 問題別に見

ると，４（1）（2）の三角形の合同を利用して証明や図形の性質を用いて角度を求める問題に成果があった。

２(3)文字式の説明，３(2)グラフを読み取って説明する，５(3)グラフをもとに資料の傾向を的確に捉え，

判断の理由を数学的な表現を用いて説明するなど、数学的に事柄が成り立つ理由や問題解決の方法や判断

の理由を説明する記述問題に課題があった。 

【全体概要】 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

枚方市立楠葉西中学校 

学力調査の結果 

国語 A 国語 B 

数学 A 数学 B 



質問紙調査の結果 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本調査は、平成 19年度から実施されています。 

※平成 23年度は中止(東日本大震災)、平成 24年度は一部の学校を対象にした抽出調査のため、掲載していません。

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

 

＜質問紙調査結果の概要＞ 

○授業改善について 

 →「授業では，学級の友達との間で話し合う活動をよく行っていたと思う」という割合が徐々に増加をし

ている。対話や話し合い、発表を中心とした新学習指導要領を見据えた学習形態の取り組みが徐々に浸

透してきている。 

○家庭学習について 

 →「自分自身で計画をして勉強をする割合」が全国平均を上回っている。しかしながらその差の幅が年々

縮小している。 

○学習規律について 

 →「学校の規則を守っている」という生徒が 97.3%に達している。しっかりと落ち着いて学習する教育環

境である。 

○生活習慣について 

 →朝食を食べている生徒の割合は、毎年全国平均付近を上下している。 

＜まとめ＞ 

学習面は、全国・大阪府の平均を上回っており、小学校６年時の調査と比べても伸びが見られる。成果の

部分でも述べているが、授業の内容が良く分かるという生徒が多い結果である。新しい学習要領を見据えた

学習形態の取り組みは、本年度から全校的に取り組んでいる。またこの項目では現れていないが、「将来の

夢や目標をもっている」の項目は割合が低かった。将来に向けて前向きになれるよう、授業改善を通じて、

あるいはキャリア教育の充実などを通して、これからの社会を担っていく生徒を育てていく。 

○学校 

全国 

自分で計画を立てて勉強している 

授業では，学級の友達との間で話し合

う活動をよく行っていたと思う 

朝食を毎日食べている 学校の規則を守っている 



 

 

＜国語Ａ＞（主に知識に関する問題）                                

成果や課題があった設問 

【成果】 ９ 六（１）                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】９ 五 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜国語Ｂ＞（主に活用に関する問題） 

 

 成果や課題があった設問 

【成果】 ３ （１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】２（三） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

楠葉西 

中学校 
71.7 0.0 

全国 51.1 0.9 

 正答率 無解答率 

楠葉西 

中学校 
30.5 10.2 

全国 35.8 13.1 

 正答率 無解答率 

楠葉西 

中学校 
76.5 3.7 

全国  68.8 7.4 

 正答率 無解答率 

楠葉西 

中学校 
60.4 2.1 

全国 57.6 5.1 
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教科に関する調査について 

（考察） 

「楷書と行書の違いを理解す

る」問題は多くの生徒が理解し

ていた。無回答率は０％であり、

正答率も 71.1％と全国・大阪府

の正答率と比較しても非常に高

い数字である。これは、１・２

年生で書写の指導において毛筆

に重点を置いためと考えられ

る。 

（考察） 

 「必要な情報を集めるための

見通しを持つ」問題は多くの生

徒が理解していた。また、無回

答率も全国・大阪府と比較して

も低い数字である。アンケート

をとる対象・質問内容・質問に

対する回答を載せることで興味

を持ってもらえると考えた理由

を書くことは多くの生徒ができ

ていた。 

（考察） 

 事象や行為などを表す多様な

語句について理解する」問題に

ついて課題が見られた。 

 生徒が校内での挨拶を活発に

するために話し合った記録に関

する問題では、「結論が出ず、再

度話し合うこと」を指す言葉を

正しく答えられたのは 30.5％で

あった。場面や状況に応じて適

切に表現できるよう、語彙力を

増やすことが課題として挙げら

れる。 

（考察） 

 国語Ｂは全問全国平均を上回

った。ただ、その中で「相手の

反応を踏まえながら、事実や事

柄が相手にわかりやすく伝わる

ように工夫して話す」ことにつ

いて、「友達の意見を踏まえ、ス

ピーチを適切に修正する」こと

の正答率が全国と比較しても開

きが小さかった。また、無解答

率も 2.1%と他の問題と比べて

高い数字である。相手にわかり

やすく工夫して伝えることが苦

手な傾向があった。 



＜数学Ａ＞（主に知識に関する問題） 

 

成果や課題があった設問 

【成果】１５（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】１１（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜数学Ｂ＞（主に活用に関する問題） 

 

成果や課題があった設問 

【成果】３（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】３（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

楠葉西 

中学校 
93.0 1.6 

全国 78.0 1.8 

 正答率 無解答率 

楠葉西 

中学校 
49.2 1.6 

全国 56.0 1.7 

 正答率 無解答率 

楠葉西 

中学校 
54.0 12.8 

全国 43.2 17.5 

 正答率 無解答率 

楠葉西 

中学校 
11.8 33.7 

全国 18.4 33.4 

（考察） 

与えられた一次関数の表にお

いて，変化の割合の意味を理解

しているかどうかを問う選択式

の問題である。 

無解答率は全国とほぼ大差な

いのがわかるが，正答率が低い。 

選択式の問題であるので，数

値を注意深く見ることと，知

識・理解として変化の割合につ

いて理解をすることが必要であ

る。 

（考察） 

事象を数学的に解釈し，問題

解決の方法を数学的に説明する

ことができるかどうかを問う記

述式の問題である。 

ほかの文章表記で答える問題

と同じく，言葉で説明するため

にはデーターの特徴を的確に捉

え，整理し順序だて記述してい

くことが必要である。このため，

正答率がかなり低く，無解答率

もやや高い。論理的な説明はど

のようなものかを知り，事象を

数学的用語を用い，自分の言葉

で的確に説明する機会をつくる

必要がある。 

（考察） 

 「同様に確からしい」ことの

意味を理解しているかどうかを

問う選択式の問題である。 

 単元の導入時に具体物を用い

て，確率の考え方の基本の定着

を図ったことがよかったと考え

られる。 

 無解答率は後半の問題であ

り，全国並みの結果となってい

ることから，解答する時間があ

まりなかったと考えられる。 

（考察） 

数学的な表現を事象に即して

解釈し，的確に処理することが

できるかどうかを問う短答式の

問題である。 

全国に比べて，問題文の中か

ら必要な情報を取り出し，問題

解決に生かす力がついているこ

とがわかる。 

また，変域を求めるために必

要な代入などのしかたを理解し

ている生徒が多い。 



質問紙調査の結果集約 

 

 

 

 

                質問項目については、国立教育政策研究所ホームページ「平成 29 年度全

国学力・学習状況調査の調査問題・正答例・解説資料について」

（http://www.nier.go.jp/17chousa/17chousa.htm）を参照してください。 
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【成果のあった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（考察） 

学校の規則を守っているという項目が 100%

近くあった。落ち着いた環境で学習することが、

学力を伸ばす基本で、それが実現できている。    

また、学力テストの調査教科である「国語」

「数学」についても 90%以上の生徒がよく分か

ると答えており、学校の取り組みとして研究授

業を精力的に行い授業改善の取り組みを行って

いることも大いに関係していると思われる。 

国語の授業の内容はよくわかる 数学の授業の内容はよく分かる 

学校の規則を守っている 

学校の授業の復習をしている 

将来の夢や目標を持っている 

（考察） 

上の４項目については、いずれも全国平均を

下回っている。授業の振り返りや発表について

は、授業改善の取り組みがまだ本年度から本格

的に始まったところであり、今後更に充実させ

ていく必要がある。 

これからの進捗を期待したい。 

将来の夢や目標の項目が低く、授業改善に加

えて、キャリア教育の充実も必要である。 

また、復習の項目も今年はかなり下回ってい

るので、家庭学習ブックの取り組みを通じて、

家庭学習の充実を図っていく。 

授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っ

ていたと思う 

質問紙調査について 

自分の考えを発表する機会では，自分の考えが

うまく伝わるよう，資料や文章，話の組み立て

などを工夫して発表していたと思いますか 



分析結果を踏まえて、今後の本校の取り組みについて 

 

平成 32 年から、小学校を始めに中学校・高等学校で実施される新学習指導要領においては、育成すべき資質・

能力を、学習する子どもの視点に立ち、（1）「何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能）」（2）「知

っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等）」（3）「どのように社会・世界と関わり、

よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）」以上に示す、三つの柱で整理しています。 

このため学校教育には「生涯にわたって能動的(アクティブ)に学び続けるようにする」ことができるよう、「授

業の工夫・改善を重ねていくこと」が求められています。 

具体的には、 

・「主体的な学び」：学ぶことに興味や関心を持ち「主体的な学び」が実現できているか。 

・「対話的な学び」：子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等

を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。 

・「深い学び」：習得・活用・探究という学びの過程の中で、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、

情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に

創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているか。 

以上の 3 つを実現する授業改善が必要です。 

教師の一方向の説明を聞き、発問に答え、記憶力重視のテストで満点を取るような教育とは、全く違う姿

がここにはあります。変化の激しい時代や社会に対応していくために必要な能力・資質を育む教育の実現が

急務となっています。象徴的な改革として、平成 32 年度から実施される「大学入学共通テスト」では「考え

をまとめ、表現する力」「多くの情報の中から必要なものを選択・判断し、見通しを立て解決する力、学んだ

ことを実生活に即した場面で活用する力」をはかるために記述式問題が導入されます。 

以上のことから本校においてもその実現に向けた教育をおこなってまいります。 

 

（１）授業改善について 

 

  本年度から、本格的に授業改善に取り組んでおり、「めあて」「ながれ」「ふりかえり」シートを明示しなが

ら授業をおこなっています。教師主導の知識定着型の一斉授業から、生徒主体の思考探求型の授業へと移行

する様、試行錯誤しながら研究しています。 

「四人班」を活用した「主体的・対話的で深い学び」を実現するため、今年度は１学期に引き続き、２学

期も２回の校内研究授業に取り組み、指導方法の研究を進めています。 

さらに、授業交流週間を設け１学期はお互いの授業を参観し、授業交流シートで指導方法の見直しをおこ

なってきました。２学期以降はこれに加えて、授業をビデオ撮影し教科部会で教材や思考探求型の授業の研

究をおこなってまいります。 

 

（２）学習規律について 

 

  学校の規則、決まりを守れている生徒が多く、学習規律についても概ね守れており、落ち着いて授業がで

きているといえます。朝の読書の時間も生徒が前向きに読書に取り組んでいます。 

平成１８年度よりノーチャイム制を導入しており、全校生徒に定着しています。今年入学した１年生も、

時計を見て自主的に行動ができるように指導した結果、１年生の多くも守れるようになってきています。 

   

また、ユニバーサルデザインの観点から机や椅子に硬式テニスボールをつけて消音をするという取り

組みや、教室の掲示物をはじめ学習環境の改善も引き続きおこなってまいります。 

 

（３）家庭学習について 

 

    以前より各教科で宿題を出し、家庭での復習を促しています。加えて本年度より「家庭学習ブック」（注

１）を作成し、各学年で取り組んでいます。１日１頁ずつ各家庭で学習したブックを毎日提出し教師が

チェックをおこなっています。来年度さらに「学習習慣の定着」と「自学自習力」をつけるために、内

容について今年度中に検討し改善してまいります。 

また、保護者の方にもさらなる協力を求め、家庭学習の定着と向上を図ります。 

  

（注１）「家庭学習ブック」：学校で作成した 5 教科の問題集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


